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2012 年 3 月 7 日(水)
10:30～ 12:00
茨城県守谷市

スターツ総合研修所

エンプロイアビリティ(雇われる能力)の向上のために

―一生勉強、一生青春―

開倫塾

塾長 林 明夫

１．これからの社会で求められる３つの鍵になる基本的能力とは

(１)知識基盤型社会…………知識・情報・技術を相互作用的に用いる能力

(２)グローバル化社会………多様な集団で交流する能力

(３)超難問・課題山積社会…自律的に活用する能力

＊(1)～(3)の能力の前提となること

(４)「学び方を学ぶ」能力を身につけていること(Learning To Learn)

(５)「読書による思慮深さ」を身につけていること(「書き抜き読書ノート」)

＊新聞をよく読み、「自ら考える力」「批判的思考能力」を身につけていること(「スクラッ

プ･ブック」)

２．効果の上がる勉強方法とは…「学習の３段階理論」とは

(１)「理解」…「うんなるほど」とよくわかること

①授業は積極的に受けること…

遅刻・欠席・早退・おしゃべり・ゲーム・ケータイ・居眠りをしないこと

②必要なことをすべて「ノート」に取ること…「ノート」が取れるのは大事な能力

＊「ノート」を整理し、あとで学びやすくすること(ノートは、あとで、すべて覚えるた

めに取る)

③予習をし、何がわからないかを予めはっきりさせて授業に臨むこと

④教科書や参考書などを読んでいてわからない語句は辞書で調べ、その意味を「ノート」に

書き写すこと
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(２)「定着」…「理解」したことを「身につける」こと

①スラスラとよく読めるようになるまで、声を出して何回も読むこと…｢音読練習」

②「理解」したことを正確に書けるようになるまで、何回も書くこと…「書き取り練習」

③一度やった計算や問題を何回もやり直し、条件反射でパッパッと正しい答えが出るまでに

すること…「計算・問題練習」

(３)「応用」…テストでよい点・合格点が取れること、社会で役立てること

①過去に出た問題を 5年分、各々 5回やり直すこと

②間違えた問題は「間違いノート」にまとめ、何回もやり直すこと

３．何のために学ぶのか、何のために生きるのかをよく考えること

―人は自分が死んだ後、後の世に何が遺せるのか―

(１)お金

(２)仕事(事業)

(３)著書(作品)

(４)教育(教え伝えること)

(５)生き方(よき生き方)

＊参考：内村鑑三著「後世への最大遺物・デンマルク国の話」(岩波文庫)

４．エンプロイアビリティ(雇われる能力)とは

(１)トップマネジメントとしてのエンプロイアビリティ

(２)ミドルマネジメントとしてのエンプロイアビリティ

(３)社員としてのエンプロイアビリティ

５．「標準化」の前提

(１)バラツキと異常値の発生の防止

(２)統計的数値の活用

(３)改善活動…「仮説と検証、P→ D→ C→ Aで」
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(４)｢競合比較｣と「ベストプラクティスのベンチマーキング」

①競合比較…自社の弱点を知り、強みに転換を

②ベストプラクティスのベンチマーキング…自らの強みを更に強く

(ⅰ)社内のベストプラクティスのベンチマーキング

(ⅱ)同業他社のベストプラクティスのベンチマーキング

(ⅲ)異業種のベストプラクティスのベンチマーキング

＊研究対象の弱みには目をつぶること。参考になるところだけを学ぶのがポイント。勉強に

なるところは「定点観測」し続けること。

(５)店舗数によりマネジメントの手法は異なる、標準化の手法は異なる

① 68店舗になるまでに、100店舗の標準化の準備を
120店舗になるまでに、200店舗の標準化の準備を

②店舗数を大幅に増やすかなり前に、その店舗数に合致したマネジメントの手法を研究・開

発し、標準化の準備を

６．社会の問題解決、使命感に基づいた社会的企業としての経営を

(１)マーケティングの 4Pと顧客にとっての意味
① Product(製品・サービス) ……顧客の問題解決

② Price(価格) ……買いやすさ(Affordable)

③ Place(立地・流通) ……利便性

④ Promotion(販売促進・広報)……顧客とのコミュニケーション

(２)これからの社会の問題解決となる企業経営を

①超高齢化

②グローバル化

③ IT化
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７．「学校の教科書」と「古典」を読み直そう

(１)中学校と高校の教科書は役に立つ。資料集も役に立つ。

(２)大学、短期大学、専門学校、社内研修のテキストも役に立つ。

＊きちんと保存し、何回も繰り返し勉強すること

(３)古典は一生の宝。

①日本の古典

②中国やインドなど東洋の古典

③欧米などその他の世界の古典

④自分の好きな著者、国や地域、民族の古典

(４)本は繰り返し読む。読んで考える。

(５)本当の読書は高齢者(人口の 15 ～ 20%の人)になってから。高齢者になってから読む本を
今から選んでおく。

８．私の好きな言葉

(１)初心忘るべからず

(２)ブルドッグ魂

(３)練習で泣いて試合で笑え

(４)一所懸命(一つの所で命を懸けるくらい熱心に取り組もう)

(５)注意一秒、ケガ一生

(６)一度した失敗は二度しない

(７)会った人は皆友達

(８)目には遠いが心は近い

(９)一生勉強、一生青春

御清聴有難うございました。皆様の御健康と御活躍をお祈り申し上げます。

感謝


